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したがって、四辺形 EFGHは平行四辺形である。 
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LKIJ  が示されるので、四辺形 IJKLも平行四辺形である。(証明終) 
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 であるから、題意を満たす正の定数として、
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k が存在する。(証明終) 
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平行四辺形 EFGHは、平行四辺形 IJKLと相似であり、相似比は
3

2
。 

平行四辺形 EFGHの面積は、平行四辺形 IJKLの面積の
9

4
である。 

次に、凸四角形 ABCDと、平行四辺形 IJKLの関係を考える。 

 

IJ ∥ AC、 LK ∥ ACであるから、△ BIJ∽△ BAC、△DLK ∽△DACである。 

△ BIJの面積は、△ BACの面積の
4

1
であり、△DLK の面積は、△DACの面積の

4

1
である。 

したがって、△ BIJと△DLK の面積の和は、凸四角形 ABCDの面積の
4

1
である。 

同様に、△CJKと△ AILの面積の和も、凸四角形 ABCDの面積の
4

1
である。 

以上により、平行四辺形 IJKLの面積は、凸四角形 ABCDの面積の
2

1
であるから、 

平行四辺形 EFGHの面積は、凸四角形 ABCDの面積の
9

2
である。 

求める面積比は 2:9  ……(答) 
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